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第 3 章 製造 

【問 3-1】セメントの一般的な特徴に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 

 

(1) 低熱ポルトランドセメントは，普通ポルトランドセメントよりも水和熱が小さく，暑中コン

クリートに適している。 

(2) 高炉セメント B種は，普通ポルトランドセメントよりも環境負荷低減に優れているが，海水

の作用を受けるコンクリートには適さない。 

(3) フライアッシュセメント B種は，普通ポルトランドセメントよりも初期強度は低下するが，

長期的に強度が増進する。 

(4) 早強ポルトランドセメントは，普通ポルトランドセメントよりも強度発現が早く，寒中コン

クリートに適している。 

 

 

解答(2) 
【解説】（令和 1 年度版テキスト 46～47 頁参照） 
(1)，(3)，(4)は記述の通りである。 
(2) 高炉セメント B 種は，製鉄所の副産物である高炉スラグの微粉末を混合しており，普通ポ

ルトランドセメントと比べ塩害抵抗性や化学抵抗性に優れ，海水の作用を受けるコンクリー

トに適している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問 3-2】下表に示すコンクリートの配合（調合）の計算結果に関する記述のうち，適当なもの

はどれか。なお，骨材は表面乾燥飽水状態（表乾状態）とする。 

 

 使用材料 セメント 水 細骨材 粗骨材 

密度(g/cm3) 3.00 1.00 2.60 2.70 

単位量(kg/m3) 366 165 845 999 

(1) 水セメント比は，44.1％である。 

(2) 細骨材率は，45.8％である。 

(3) 空気量は，2.0％である。 

(4) フレッシュコンクリートの単位容積質量は，2375kg/m3である。 

 

 

解答(4) 
【解説】（令和 1 年度版テキスト 60～69 頁参照） 
(1) 水セメント比（W/C）はセメントと水の単位量(kg/m3)比で求める。 

(1) W/C＝165／366≒0.4508＝45.1％ 
(2) 細骨材率（s/a）は全骨材における細骨材の単位容積(L/m3)比により求める。 

(2) Vs＝845／2.60＝325L，Vg＝999／2.70＝370L より 
(3) s/a＝Vs／（Vs＋Vg）＝325／（325＋370）≒0.4676＝46.8％ 

(3) 空気量（Va）は単位容積(L/m3)中の空気の量の割合を求める。 
(4) Vc＝366／3.00＝122L，Vw＝165L より 

(5) Va＝1000－（Vc＋Vw＋Vs＋Vg）＝1000－122－165－325－370＝18L＝1.8％ 
(4) フレッシュコンクリートの単位容積質量（M）は，コンクリートの配合（1000L＝1m3）中

の単位量(kg/m3)の和で求める。 
(6) M＝366＋165＋845＋999＝2375kg/m3  
(7) ここで，空気に質量はないものとする。 

 セメント 水 細骨材 粗骨材 空気量 計 
密度(g/cm3) 3.00 1.00 2.60 2.70 ― ― 
単位量(kg/m3) 366 165 845 999 ― 2375 
単位容積(L/m3) 122 165 325 370 18 1000 

※Vc：セメント容積，Vw：水容積，Vs：細骨材容積，Vg：粗骨材容積， 
Va：空気容積 

※配合表は，1000L（＝1m3）当たりの材料質量で表す。 
 よって，(4)が適当である。 
 
 



第 4 章 設計 

【問 4-1】 鉄筋のかぶりに関する次の記述において，空欄 A～D にあてはまる語句の組合せと

して，適当なものはどれか。 

 

 設計上，鉄筋は断面の中で A に配置する材料であり， A のコンクリート表面から鉄筋

図心（中心）までの距離を B としたときに，版厚から B を引いた値を C と呼ぶ。鉄筋

コンクリート部材が「曲げ」等の力を受けた際に C が大きい方がコンクリートや鉄筋に発生

する応力度は D なる。 

 

 A B C D 

(1) 引張側 鉄筋のかぶり 鉄筋図心距離 高く 

(2) 引張側 鉄筋図心距離 有効高さ 低く 

(3) 圧縮側 鉄筋のかぶり 鉄筋図心距離 低く 

(4) 圧縮側 鉄筋図心距離 有効高さ 高く 

 

 

解答(2) 
【解説】（令和 1 年度版テキスト 95 頁参照） 
 鉄筋の「かぶり」とは，鉄筋の表面からコンクリートの表面までの最短距離である。設計する
上で鉄筋は断面の中で「引張側」に配置する材料であり，引張側のコンクリート表面から鉄筋図
心（中心）までの距離を「鉄筋図心距離」としたときに，版厚から鉄筋図心距離を引いた値を
「有効高さ」と呼ぶ。鉄筋コンクリート部材が「曲げ」等の力を受けた際に有効高さが大きい方
がコンクリートや鉄筋に発生する応力度は低くなる。 
 よって，(2)が適当である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 5 章 品質管理と検査 

【問 5-1】データの処理方法として活用事例が多く，効果の高い手法として用いられる QC 七
つ道具について，次の A～D の説明文と語句の組合せとして，適当なものはどれか。 
 

A：製品の品質のばらつきの中で異常のあるものを検出するために，時間順やサンプル順
に値を打点していく図 
B：問題の因果関係を整理や洗い出しするために，特性と要因との関係を系統的に表して
いく図 
C：取り組むべき問題を抽出し，また改善前と改前後の効果の確認に役立つ手法で，項目
別に層別し出現頻度の大きさの順に並べるとともに累積和を示した図 
D：データの中心とばらつき方を調べるために用いられ，測定値の存在する範囲をいくつ
かの区間に分けて測定値の度数に比例する面積をもつ長方形を並べた図 

 A B C D 

(1) 管理図 ヒストグラム 層別 特性要因図 

(2) 管理図 特性要因図 パレート図 ヒストグラム 

(3) 散布図 特性要因図 層別 ヒストグラム 

(4) 散布図 ヒストグラム パレート図 特性要因図 

 

 

(8) 解答(2) 
【解説】（令和 1 年度版テキスト 124～133 頁参照） 

A は管理図，B は特性要因図，C はパレート図，D はヒストグラムの説明文である。 
よって，(2)が適当である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 6 章 耐久性 

【問 6-1】 環境作用によるコンクリートの劣化要因と対策に関する次の記述のうち，不適当な
ものはどれか。 
 
(1) 化学的侵食とは，コンクリートが外部からの化学的作用を受け，セメント硬化体を構成する

水和生成物が変色あるいは分解して結合能力を失う劣化現象である。 
(2) 凍害の対策は，AE 剤等の混和剤を使用して，気泡間隔係数の大きいエントレインドエアを

連行することが有効である。 
(3) すりへりの対策は，水セメント比の小さな配合として，十分な湿潤養生を行い，圧縮強度を

大きくして摩耗に対する抵抗性の高いコンクリートとすることが有効である。 
(4) 疲労破壊とは，コンクリート構造物が静的破壊荷重より低い荷重作用を繰り返し受けること

によって脆性的に破壊に至る現象をいう。 
 
 

解答(2) 
【解説】（令和 6 年度版テキスト 172～174 頁参照） 
(1)，(3)，(4)は記述の通りである。 
(2) AE 剤により連行される空気は気泡間隔係数が小さいエントレインドエアである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第 7 章 苦情処理 

【問 7-1】クレーム発生要因の事例に関する次の記述のうち，不適当なものはどれか。 
 
(1) 契約条件に起因するクレーム発生要因の事例のうち「納期割れ」とは，工場トラブル等によ

り契約時の指定納期に間に合わなかった場合のことである。 

(2) 製品に起因するクレーム発生要因の事例のうち「外観」とは，製品の反り，ねじれ等のこと

である。 
(3) 当方の対応に起因するクレーム発生要因の事例のうち「物流」とは，当方手配の物流会社に

よる施工現場でのトラブルのことである。 
(4) 顧客自身に起因するクレーム発生要因の事例のうち「過剰要求」とは，製品外観（特に気

泡）の過剰品質要求などのことである。 
 
 

解答(2) 
【解説】（令和 6 年度テキスト 184～185 頁参照） 
(1)，(3)，(4)は記述の通りである。 
(2) 製品に起因するクレーム発生要因の事例のうち「外観」とは，色合い，気泡，あばた，角欠

け等のことであり，反り，ねじれ等は「寸法・形状」に分類されるクレーム発生要因の事例

である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第 8 章 安全衛生・公害管理 

【問 8-1】リスクアセスメントの実施に関する次の記述のうち，適当なものはどれか。 
 
(1) 2022 年 5 月 31 日の法改正により，各事業所の化学物質管理体制として，「化学物質管理

者」と「保護具着用管理責任者」の選任が義務付けられた。 
(2) 化学物質のリスクアセスメントの実施にあたり，使用する材料の SDS（安全データシー

ト）を入手し保管するが，その内容を従業員に周知する必要はない。 
(3) 化学物質のリスクアセスメントは，「a.対象物を原材料として新規に採用したり，変更する

とき」，「b.対象物を製造し，または取り扱う業務の作業方法や手順を新規採用したり変更す
るとき」，「c.1 年間に 1 回」行うとしている。 

(4) リスクアセスメントは，リスクを見積もって優先順位を決めてリスク低減措置を講じるが，
リスク低減の手法として，「工学的対策」より「個人的対策」を優先して行う。 

 
 

解答(1) 
【解説】（令和 6 年度版テキスト 206～208 頁参照） 
(1) 記述の通りである。 
(2) 当該労働者には SDS 記載する危険性・有毒性を周知し安全に取り扱わせる必要がある。 
(3) 化学物質のリスクアセスメントは，「a.対象物を原材料として新規に採用したり，変更する

とき」，「b.対象物を製造し，または取り扱う業務の作業方法や手順を新規採用したり変更す
るとき」，「c.対象物による危険性または有害性について変化が生じたり変化が生じる恐れが
あるとき」としている。 

(4) リスク低減の手法として，その優先度は作業設計・計画に対する対策＞工学的対策＞管理的
対策＞個人的対策としている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第 9 章 設備管理 

【問 9-1】コンクリート材料の計量値の許容差に関する次の組合せのうち，適当なものはどれか。 
 

 セメント 水 細骨材 粗骨材 混和剤 
(1) ±1％ ±2％ ±2％ ±2％ ±1％ 
(2) ±1％ ±1％ ±3％ ±3％ ±3％ 
(3) ±2％ ±1％ ±2％ ±3％ ±2％ 
(4) ±2％ ±2％ ±3％ ±1％ ±2％ 

 
 

(9) 解答(2) 
【解説】（令和１年度版テキスト 212 頁参照） 
 材料の計量値の許容差は，セメント：±1％，水：±1％，骨材：±3％，混和剤：±3％，混
和材：±2％と規定されている。ただし，混和材の高炉スラグ微粉末の計量値の許容差について
は，１回の計量分量に対して±1％と規定されている。 
 よって，(2)が適当である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第 10 章 マネジメント 

【問 10-1】下図は損益分岐点の計算式を図示したものである。図中の A～D に当てはまる語句
の組合せとして，適当なものはどれか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 A B C D 

(1) 損益分岐点 利益 固定費 変動費 
(2) 限界利益 利息 間接費 直接費 
(3) 損益分岐点 利益 変動費 固定費 
(4) 限界利益 利息 直接費 間接費 

 
 

解答(3) 
【解説】（令和１年度版テキスト 227 頁参照） 

A は損益分岐点，B は利益，C は変動費，D は固定費である。 
 よって，(3)が適当である。 
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	Aは管理図，Bは特性要因図，Cはパレート図，Dはヒストグラムの説明文である。
	よって，(2)が適当である。

